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(1) 吉王引叫ー! a豆吾号01じ1人1-ミヨj) (明るい月だなあ!) 
)Jも IVJるし、





























l床を i~力1]する助詞である 00 i5:-Jは、ネijgBj]詞に分類される。
「三」の基本義は、一般に、「斗号(亦伺)Jあるいは「斗入1(亦是)Jと記述される o i斗号」




(7) 斗昔王誌斗 (屋数培(1937:886)) (たいへんな人出だなあ。)
人も多い

























斡|主!諾の!惑1英文 iN-"三A.Jが成立するための諾m論的条件 3 





(12) 宮王計ヰ! (明るい月だなあ 1) (=(1)) 
J=Jも i悶るし、
(13) o1--R-，昔外王寺斗 (ゃあ、すばらしい天気だなあ。) (=(2)) 
ゃあ 天気もよい































































































(22) a λl司ー王母会号ぜ ((なんと)人の多い公園。)
人も多¥'、公i話|
b *人l言ー王 2司会三子苦. (洪，lzi罰(1979:146)を一部改変)
人も少ない公IJirl
6 _j二1
(23) a. 立|司王衣註 主ヰスH. ( (なんと)被害の大きかった火災。)
被害も大きい(過去) 火災




ている J。これらの例は、本稿が扱う iN王A.J構文ではないが、 f王」が!惑1莫や強調の意味
を花:びているという点では共通している。









































(29) 月亮也 彼 売。(月も(とても)明るい。)










いう。発話のj誌に I~n き手が存在するにもかかわらず、話し手が111'1 き手を意識せずに発話する文も、こ
のタイプに属すとされる。伝達的感|漢文とは、聞き手の発話内容や出来事などへの反花、として、命題
内容におjーする気持ちを伝達する文であるという。 伝達的感嘆文の例としては、 1A: 子J ぐさ/~¥:l 01ヰァl
告し|じ1-. (金先生があちらから来ます。) B: 01" 召せ/~\:l 01 ヰァ].2.七号丘! (ああ、金先生があちらか
ら来るんですね!) Jという会話文における Bの発話を挙げている。本稿の考察対象は、独白的感1英
文である。独自的感1英文と伝達的感l嘆文については、ほかに、にじH汗(1997:32 -38)を参照。




するjiJf1'1::や、号司ーす(2012)のように、 f弁斗oJ-9-1卒7]- (~j~j 1J、項の迫力I)Jと記述する研究なとともある。
7 洪忠渦(1979:は、「王」は他の特殊助詞に比べて、感l民的、強意的特性が強く、感嘆D)]F，flJの
ような性格をもっと述べている。 g-持分(2012: 375) は、「苦言王計じ!二(とても I~J るい月だなあ。 )J
という!謀1英文における「王jの意味を「強調jと記述している。






9 児玉(2008: 1224) は、デフォルトを「ある情報が欠如!していても、その情報がifí~[]'}I"によってあた
かも既定値のように扱われるもの」と定義している。





11 洪忠~i詰(1 986: 164) でも、 ij~-'tl， ~iW(1979: 155)と|司株の指摘がなされている。
12 iも」に詠1英を表す)，I=J/}_~がないわけではない。寺村 (1991 ・ 91)は、「その財布もずいぶん占くなり
ましたねjや「間以Jどんも，老いたなjといった例を挙げ、 iX[普通名詞〕モ十 p [肯定J という
形式が、 i詠1英Jという言葉ー以外には適当な言い表わしかたがないような情緒的な効巣」を生む場合
があると指摘している。「もjの詠1英J=FJ法については、浮E!(2004)が詳しし」
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